
７月になり夏も本番になりました。皆さんは夏バテなど体調は大丈夫でしょうか？２０１４年の

土用丑の日は７月２９日です。土用丑の日といえば「うなぎ」を食べる習慣がありますね。これに

は諸説ありますが、江戸時代に幕末の万能学者として有名な平賀源内が、夏場にウナギが売れない

ので何とかしたいと近所のウナギ屋に相談され、「本日、土用丑の日」と書いた張り紙を出したとこ

ろ、大繁盛したことがきっかけだと言われています。 

さて、ウナギの焼き方は、地域によって関東風と関西風の２種類あります。「関東風」では背開き

にしたうなぎを蒸してから焼き、「関西風」では腹開きにして蒸さずに炭火で焼き上げます。うなぎ

が庶民の味として親しまれるようになった江戸時代、武家中心の社会だった関東地方では「切腹」

を連想させる「腹開き」は好まれなかったため、背開きが主流となったと考えられています。ちょ

うど中間であるうなぎの名産地浜松では、様々なスタイルのお店があるそうですよ！ 

夏バテなどで体調を崩すと、お口の中の状態も不安定になります。うなぎで精をつけて元気に夏

を乗り切りましょう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定期歯科検診の重要性については昔から言われていますが、自覚症状がなくても検診に訪れる、自

分の歯を大切にしている健康意識の高い方はまだ少数派です。病気にならないためには予防が大切

です。これは歯科の場合も同じ。むし歯や歯周病にならないために、また被せ物や詰め物を長持ち

させるために予防が大切です。症状が悪化してから多くの時間やお金をかけて治療するよりも、「転

ばぬ先の杖」代わりに歯科検診を定期的に受けてみませんか？ 

 

 おざわ歯科では、ゆったりとしたプライベート空間でリラックスしながらこの

予防を目的としたＰＭＴＣに、歯のトリートメントをプラスした特別なメンテナ

ンス＝プライベートＰＭＴＣに取り組んでいます。お問い合わせはスタッフまで。 

おざわ歯科医院からのお知らせ 

 

夏バテには気をつけましょう！ 

おざわ歯科医院  

ＤＥＮＴＡＬ ＮＥＷＳ  
 



 

 

口の中は、顎の骨から歯が歯ぐきを貫いて生えていて、しかもその歯が生え

変わるという特殊な環境です。そのため、体の他の部分よりも病気の種類が

多いことが特徴です。 

★嚢胞（のうほう） 

嚢胞とは、体の中にできた異常な空洞で、周りを壁のようなもので囲まれ、その中は液体やド

ロドロしたもので満たされている状態です。 

お口の中で最も多いのは、歯の根の先端が膿んでできる歯根嚢胞（しこんのうほう）です。ほ

かにもきちんと生えずに埋まっている歯が原因でできる含歯性嚢胞などがみられます。 

どの嚢胞も大きくなり腫れることで発見されることもありますが、基本的には初期にはまった

く痛みや違和感がないため、他の歯の治療でレントゲンを撮った時に見つかることが多いです。

★良性腫瘍 

口の中には多くの良性腫瘍ができます。良性腫瘍のなかで最も多いのが、「エナメル上皮腫」

という腫瘍です。顎の骨の中にできるので、小さいうちは無症状ですが、大きくなると顎の骨

が腫れることで分かります。他にも、血管がもつれて膨らんでくる血管腫や、脂肪の塊の脂肪

腫などいろいろなものがあります。 

★口の中にできる癌 

口の中のガンは、舌が最も多く、次いで上下の歯ぐきに発生します。よく見える場所なので発

見しやすいと思われがちですが、約７０％はすでに進行してしまった状態で発見されています。 

初期の癌は、ほとんど初期症状がありません。口内炎のように見えるのに、あまり痛みがなく

２週間以上たっても治らない場合は要注意です。早めに受診しましょう。 

★口の中の病気の予防法は？ 

お口の中の病気は、初期症状や痛みや違和感がないものが多く、気づきにくい

ことが多いのが特徴です。また、痛みや違和感が出てもかなり悪くなるまで我

慢してしまうことが多く、がんのように早期発見により生存率が上昇する場合

でも、かなり進行してから来院することが多いようです。 

歯科治療や健診の際のレントゲン撮影などで見つかることもあるので、定期的

に受診することが大切です。また、「出血」「膿が出る」「痛みがある」「違和感がある」などの

症状がある場合は、小さな事でもご相談ください。お口の中の異変は、「痛くないからこそ怖

い」「様子を見るのは２週間まで」を忘れずに！ 

 

口の中の病気は虫歯・歯周病だけじゃない！ 


